
氏名 長坂成行

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『太平記秘伝理
尽鈔』の魅力―
大運院陽翁に聞
く―

単 『東洋文庫ガイド
ブック2』（平凡社）

2006年5月

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

①平成15年度～17年度科学研究費基盤研究Cで行った「『太平記」諸本の総合的研究、ならび
に本文データベース化のための研究」（研究代表者：法政大学助教授小秋元段）の成果に基
づき、京都大学本『太平記』の翻刻校訂を継続、四名の共同で平成18年度は巻二〇までを完
成、出版助成申請中。
②三名の共同で行っている『太平記秘伝理尽鈔』の校注本の作業を継続、平成19年8月に第四
冊刊行の予定。
③伝存『太平記』写本の解題を継続中。

市民講座講演2回（桜井市・大和郡山市）

総合研究所所長（平成18年度）
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太平記とその周辺の研究


